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が多いですね」。

初めから「息を吸うようにプログラ

ミングする」ができるわけではない。

「小さな成功経験」をすることで伸びて

いく。となると、大事なのは機会提供

だ。大事ではあるが「非常に簡単なこ

と」と岡学長は言う。

「例えばプログラミングで、タスクが

あって、それをゼロから作って、動かし

て、面白い結果を出すと。自分で全部

ワンセット作ると、充実感がわくのです

よ。他人から見ると本当につまらない

ことでも、当人にとっては大事な巨大な

意味を持つような、小さな成功ですね」。

いろいろな大学が「グローバル人材

育成」を目標に掲げるが、学生にしてみ

れば遠すぎて、近場の目標が欲しくな

る。ところがそのような目標が設定さ

れていないことが少なくない。「どれ

だけやっても届かないところに目標が

あるように思うと、やる気がなくなるの

ですよ。だから低い小さな目標でも

やってもらうといいですね」。

ゴリズムを創造する、作り上げる感性が

育ってほしいと私は思っています」。

プロの本質は、技術としてのアルゴ

リズムと、デザイン。そしてもう1つ、

ビジネスモデルとしてのマネタリング

のシステムの確保だと言う。

就職の傾向にも、会津大学らしさは

表れている。

「基本的にIT系では、あまり大企業

に対する魅力を感じないというところ

がありますね。われわれの世代では初

めて聞くようなところが、それなりに給

料が高かったり、仕事が面白かったり

ということで人気が高い。ITというの

は生産性が高いので、学生の就職先は

企業規模を問わず結構給与水準が高

い。それもあって、昔の価値観とは違

う世界ができているのです」。

開学以来の平均就職率は97％と高

水準だが、IT系は、転職の活発な業界

卒業生がＩＴ会社でなく
ＩＴ業界で生き残るのが目標

ITに特化した大学から「働くと学ぶ

をつなぐ」というテーマを眺めると、何

が見えてくるのだろうか。

「ITでは、アマチュアとプロの世界

というのは結構違うのです。例えばベ

ンチャーが立ち上げるIT企業は、全部

とはいいませんが、ほとんどがアマ

チュア的な発想が多い。私などには、

本当のプロの戦いではないように見え

ます。時代を革新するような技術、具

体的に言うとアルゴリズムを新しく作

り出したり、needを発見して、それが世

界を席巻するところまでいかないと、本

当の意味でプロ向きの働く高度さは獲

得できないのではないか。われわれと

しては学生さんに、そういう、時代を画

する技術を身につけてほしい。まずは

最低の能力として、道具としての英語と

プログラミング能力と、アルゴリズムに

つながる数字の能力。その上で、アル

大きく異なる
アマチュアとプロ

大学は、最終学歴となるような「学び

のゴール」であると同時に、「働くこと

のスタート」の役割を求められ、変革を

迫られている。キャリア教育、PBL・ア

クティブラーニング等座学にとどまら

ない授業法、地域社会・産業社会、ある

いは高校教育との連携・協働等、近年

話題になっている大学改革の多くが、

この文脈にあると言えるだろう。

この連載では、この「学ぶと働くを

つなぐ」大学の位置づけに注目しなが

ら、学長及び改革のキーパーソンへの

インタビューを展開していく。各大

学が活動の方向性を模索する中、様々

な取組事例を積極的に紹介していき

たい。

今回は、「コンピュータ理工学部」の

1学部1学科という独特の組織からな

る会津大学で、岡 嶐一学長にお話を

伺った。

「会津大学のユニークさは統計量で

見たほうが分かりやすいと思うので

す」と岡 嶐一学長は語り始めた。

「まず1つは、理系では外国人の教員

4割が外国人教授の
ＩＴ専門大学

が多い。設立当

時は60％ぐらい

でしたが、現在で

も40％の外国人

の方が先生とし

ていらっしゃい

ます。言ってみれば、国際性が日本の

中において確保されていると。

もう1つは、学生数で見て情報工学

科として定員が240名。IT専門の学

科として日本一大きいです。学科です

よ、学部や大学ではなくて。それから、

学 生や卒 業 生が 立ち上げるベン

チャーの数が多い。1000人以上の規

模の大学で、在籍の定員に対する割合

でいうと日本で一番大きい（2014年1

月時点）」。

教育上の特徴としては「英語力」「プ

ログラミング」の重視がある。英語教

育では、例えば学部生の卒論、大学院

生の修士論文共に、全て英語で作成・

発表することとなっている。

「理系では英語というのは道具です

から、それほど偉い話をしているわけ

で は な い の で す ね。TOEIC®とか

TOEFL®の点数に表れなくても、英語

で話すこと聞くことに抵抗感がなくな

ればいいというのも、大学の英語に対

する考え方です」。

プログラミングに関しては、集中的

に効率よく学べる体制を整えるととも

に、学外のコンペやコンテストへの参

加を奨励している。

「ACM-ICPC国際大学対抗プログ

ラミングコンテストには毎年参加し

ていますが、今年は予選を勝ち抜いて

世界大会に進みました。ほかに日本

から世界大会に出たのは、東大、阪大、

京大の3校。それに比べて会津大学

は小さい大学です。それでもそこま

で上れるのです」。

「息を吸うようにプログラミングをこ

なす学生が結構いる」と岡学長は言う。

そういう優秀な学生を入試の段階で

見つける仕組みがあるのかと問うと、

岡学長は「いや、見つけてはいないので

すよ」と即答した。

「会津大学の入試偏差値はそれほ

ど高くない。受験の価値観にもまれ

てなくて、入ってみたらいろいろな機

会があって伸びるという子どもさん

「小さな成功」が
学生を成長させる

❷ 会津大学

グローバルな教育環境で、
IT業界で通用する人材育成

岡 嶐一　学長
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だ。「だから、モビリティが確保されて

いるかどうかのほうが大きいんです。

そうした中で、会津大学の卒業生が

『IT会社で』ではなく『IT業界で』生き

残っていくのが、われわれとして目指

すところです」。

モビリティが高い業界でキャリアを

積み上げていくには、「会社で」ではな

く「業界で」通用する技術力に加えて、

何らかの心構えが重要だろう。

「基本的には自分を訓練するという

ルーティンを持っているかどうか。過

去にやったことで飯を食うのではなく

て、現在のアクティビティで、飯を食っ

たり勉強をしたり、それが大事です。

状態で食べず、行動で食べる。飯を食

う仕事と同時に、次のステップのため

のポテンシャルを高めることを日常的

にやらなければいけない。そういう意

味でITには、飯の食い方に厳しさがあ

る。技術革新や社会の変化に対応し

た自己研鑽が必要なのです」。

自覚的にポテンシャルを上げる努力

の必要性とその方法、飯の食い方の厳

しさ等を、在学中にどう伝えていける

かも、大学におけるキャリア開発支援

の一環と言えるだろう。これは組織的

に行うことの難しい、属人的な領域だ

と岡学長は言う。そこで大きな役割を

果たすのが、卒業生だ。

「例えば設計・スペックといった上流

と、コーディングする下流と、両方必要

だということ。スペックを決めるほう

は、下流のコーディングを知らないと

できないし、下のほうは上を見ないと

変化の激しい業界で、
先輩から学ぶ

駄目だと。だからプログラミングだけ

じゃなくて、設計の訓練とか、少なくと

も関心を持っておいたほうがいいよ

と。そんな話を、花見に来たときなん

かに卒業生がしてくれるのです」。

「あと、卒論のときではなくて1年生

から、研究室に入れと言っているので

すよ。なぜかというと、1年生から4年

生へ大きく成長する。上から見るとそ

んなに差が見えないですけど、1年生

から見ると差がある。この差に早めに

気づいてほしいのです。研究室に入っ

て、部屋の片隅に机をもらってパソコ

ンをもらって。上の先輩を見たり、耳

学問したりしますよね。分からなくて

もディスカッションに出たり、隣で何か

話している中に、聞いたことがない

キーワードが入ってきて、それが時代

の最先端の内容だったり。プログラミ

ングのいろいろなテクニックを教えて

もらったりして。そうすると、効率的に

最先端に行けるのですよ。

ただ、そういうことに対して当人が

持っているある種の感受性がないとな

かなかですね。これは大学に来る前

の生育歴ですよ。頭がいいとか悪いと

か、そういう世界ではないですね」。

今後の展望について、1つの目標と

して岡学長があげたのは、学部留学生

の受け入れ拡大だ。従来、海外からの

留学生の多い大学院だけでなく、学部

にも留学生を増やしていくという目標

だ。そのためにベトナム、中国等と協

定を結んでいる。

また、会津大学（学部）から大学院へ

課題は学部以降の研究や
勉強の厚み

の進学率は30％。理系では普通6割

から7割、9割も珍しくはないので、こ

れはちょっと低い。大学院に進む日本

人学生を増やすことがもう1つの目標

と言える。

「国際会議や学会に行ってみます

と、発表の7〜8割はドクターコースの

学生、あるいはポスドクの学生です。

今の主流のマンパワー、研究における

主体はドクターの学生です。ドクター

コースの学生さんは学位をとるために

必死に頑張ります。そういう意味でも

大学院、さらにはドクターコースに進

む日本人学生も増やしたいですね。

残念なことに、有名な国際会議で日

本人の名前はちらほらあるかないかの

世界です。多いのは中国系ですね。

あとはベトナムとかインドとかですね。

完全に日本は負けています。

情報系でも、トラックで言うと2〜3

周遅れています。これで日本がITだ

のAIだの言っても、勝てると私はとて

も思えない。それほど、大学以降の研

究や勉強の厚みが圧倒的に少ない。

もちろん学会の発表は即産業とは結

びつきませんけれども、産業の基盤にな

るポテンシャルを示している。情報は

応用も基礎もないのですよ。基礎が即

応用になるのです。研究の厚みを深め

ない限り、産業の展開は苦しい」。

「基礎が即応用」は、「学ぶと働くが直

結している」と言い換えることもできる

だろうか。プロとアマチュアの違いが

大きいというITの世界で、「学ぶ」にお

いても「働く」においてもプロになれる

人材をいかに輩出していくか。それが

岡学長の示した課題と受け止めた。
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